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　こ
れ
か
ら
の
本
学
の
教
育
の
重
点

方
針
と
し
て
、
次
の
三
点
を
考
え
て

い
ま
す
。
第
一
に
、
中
央
教
育
審
議

会
が
求
め
て
い
る
「
学
士
力
」
の
強

化
で
す
。「
学
士
力
」
と
は
、
大
学

四
年
間
に
身
に
つ
け
る
べ
き
知
識
、

技
能
、
態
度
、
創
造
的
思
考
力
で
、

す
べ
て
の
学
科
の
学
生
に
共
通
に
求

め
ら
れ
る
力
の
こ
と
で
す
。

　例
え
ば
、「
知
識
」
と
し
て
は
、

異
文
化
の
理
解
や
社
会
情
勢
・
自
然

等
の
理
解
が
入
り
ま
す
。「
技
能
」

と
し
て
は
、
日
本
語
や
外
国
語
を
読

み
書
き
話
す
力
、
論
理
的
思
考
能
力

な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。「
態

度
」
と
し
て
は
、
倫
理
観
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
等
が

入
り
ま
す
。「
創
造
的
思
考
力
」
と
は
、

こ
れ
ら
の
知
識
・
技
能
・
態
度
を
総

合
的
に
活
用
し
て
問
題
を
解
決
す
る

能
力
で
す
。
本
学
で
も
従
来
、
共
通

科
目
等
で
こ
う
し
た
ね
ら
い
の
教
育

を
提
供
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
、

よ
り
本
格
的
に
、
そ
し
て
確
実
に
こ

れ
ら
の
能
力
が
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ

う
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
評
価
方
法

の
開
発
に
全
学
的
に
取
り
組
み
、
高

い
学
士
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
大
学

を
め
ざ
し
ま
す
。

　第
二
に
、
各
学
科
の
専
門
教
育
の

質
の
向
上
で
す
。
特
に
、
資
格
取
得

が
中
心
と
な
る
学
科
の
専
門
性
に
関

し
て
は
、
実
践
的
な
力
量
を
よ
り
一

層
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
指
導
体
制

を
強
化
す
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
国

家
試
験
の
合
格
率
の
大
幅
な
向
上
を

め
ざ
し
て
教
職
員
一
同
力
を
合
わ
せ

て
指
導
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　第
三
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を

形
成
で
き
る
教
育
環
境
を
強
化
す
る

こ
と
で
す
。
特
に
、
留
学
生
の
交
換

を
促
進
す
る
た
め
に
諸
外
国
の
提
携

大
学
数
を
大
幅
に
増
や
し
て
い
き
ま

す
。
す
で
に
今
年
度
、
従
来
の
ア
メ

リ
カ
、
カ
ナ
ダ
に
加
え
て
、
韓
国
の

大
学
と
の
提
携
を
結
び
、
留
学
生
の

交
換
を
始
め
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
、

現
在
、
中
国
の
大
学
と
の
提
携
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
際
教
養

学
科
は
、
来
年
度
、
新
入
生
全
員
が

無
料
で
外
国
訪
問
で
き
る
「
異
文
化

体
験
」
の
授
業
を
設
け
、
人
間
発
達

学
科
で
も
台
湾
の
幼
児
教
育
施
設
を

訪
問
す
る
ツ
ア
ー
（
希
望
者
の
み
）

を
計
画
中
で
す
。

　本
学
は
、
こ
れ
か
ら
、
上
記
の
3

点
を
通
し
て
、「
質（
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
）

の
高
い
大
学
」
を
め
ざ
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

編集後記

Thanks!
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介
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　四季のうち冬が好きだという人は少ないそうです。しかし本学正門前のクリスマス・イルミ

ネーションが最も映えるのも、寒く厳しい季節の空気の中ではないでしょうか。冬だからこそ家

の温かさを実感できるともいえます。130年前に函館に到着した３人のmissionaires宣教者た

ちもこの異国の地の冬はさぞ寒かったでしょう。それでも彼女たちはこの地とそこに住む人々を

自分の家のように愛しました。その愛の実りの「家」として在る、今の白百合を想います。

　パウロやヨハネは、この地上を寄留地のように言いますが、人（ラテン語： homo）となられた

神は人間のうちに住まいたもうた、私たち自身が神の住まい（家home）である、とも言います。

キリストは、わたしたちの内に住まうことで温かさを感じてくださるでしょうか。アドヴェント（待

降節）からクリスマスのこの時期、キリストを迎える「家」としてありたいと思います。宗教・民族・

文化を超えて尊重されるべき人間 homoの尊厳。その源を、厳しい中にもあたたかさに満ちた

神の愛に求めることができるとすれば、それは飼い葉桶に寝かされた幼子イエスの姿の中に見

出されるのではないでしょうか。（宮崎 正美）

●ご協力ありがとうございました●

仙台白百合学園
〒981-3205　仙台市泉区紫山1丁目2番1号

TEL：022-777-5777

仙台白百合女子大学・短期大学同窓会
〒981-3107　仙台市泉区本田町6番1号

TEL：022-372-3595

みやぎインターカレッジコープ
仙台白百合女子大店

TEL：022-771-2391

社会福祉法人 仙台白百合会
〒981-3107　仙台市泉区本田町20番15号

TEL：022-218-3008

※1. 一般入試A日程は、本学と盛岡会場【ホテル東日本】で実施します。
※2. 詳細については別途お問い合わせください。

連絡先・資料請求先　仙台白百合女子大学　入試広報課
〒981-3107　宮城県仙台市泉区本田町6番1号　TEL 022-374-5014（直通）　　FAX 022-374-5019
URL http://sendai-shirayuri.ac.jp　　E-mail nyushi@sendai-shirayuri.ac.jp

一般入学試験概要

試験日出願期間 合格発表日 選抜方法

A
日
程

B
日
程

1月6日（水）～1月21日（木）
（当日消印有効）

2月16日（火）～2月24日（水）
（当日消印有効）

2月5日（金）

3月3日（水）

2月13日（土）

3月9日（火）

①国語総合（ただし古文・漢文を除く）
②英語Ⅰ・Ⅱ
③選択（世界史B、日本史B、政治・経済、
　数学Ⅰ・Ⅱ、生物Ⅰ、化学Ⅰより1科目選択。
　ただし健康栄養学科に出願する方は
　生物Ⅰ、化学Ⅰより1科目選択）

①国語総合（ただし古文・漢文を除く）
②英語Ⅰ・Ⅱ
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／
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／
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介
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正門付近の新しいクリスマスイルミネーション
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セ
ン
ト
・
ポ
ー
ル
大
学
マ
ニ
ラ
校
の
国
際
関
係

室
長
と
語
学
開
発
セ
ン
タ
ー
長
を
兼
務
さ
れ
る

シ
ス
タ
ー
・
フ
ロ
ー
デ
リ
ッ
ツ
ァ
教
授
は
、
ス
タ

デ
ィ
・
ツ
ア
ー
の
団
長
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
ご

挨
拶
な
さ
い
ま
し
た
。

　遥
か
昔
一
六
九
六
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ャ
ル
ト
ル

に
最
初
の
修
道
女
会
が
誕
生
し
、
二
〇
〇
九
年

現
在
で
は
、
聖
パ
ウ
ロ
修
道
女
会
の
九
割
の
修

道
女
が
こ
の
ア
ジ
ア
地
域
で
奉
仕
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　さ
て
、
半
田
先
生
、
ス
ミ
ス
先
生
そ
の
他
の

方
々
が
、
セ
ン
ト
・
ポ
ー
ル
大
学
マ
ニ
ラ
校
と
仙

台
白
百
合
女
子
大
学
の
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
可

能
性
を
模
索
く
だ
さ
っ
て
か
ら
三
年
を
経
て
、

今
日
セ
ン
ト
・
ポ
ー
ル
大
学
マ
ニ
ラ
校
の
学
生
三

十
二
名
が
、
最
初
の
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
た
め
に
、

こ
の
場
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

　マニ
ラ
か
ら
日
本
ま
で
二
千
マ
イ
ル
以
上
の
旅

を
し
て
、今
し
が
た
こ
こ
に
到
着
い
た
し
ま
し
た
。

仙
台
白
百
合
女
子
大
学
の
学
長
先
生
は
じ
め

皆
様
の
大
変
心
の
こ
も
っ
た
歓
迎
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。聖
パ
ウ
ロ
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、「
キ

リ
ス
ト
の
愛
が
私
た
ち
の
中
に
宿
っ
て
い
ま
す
。」

そ
の
愛
が
パ
ウ
ロ
会
に
つ
ら
な
る
私
た
ち
を
結
び

付
け
て
く
れ
る
の
で
す
。

　こ
の
旅
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
夢
の
よ
う
で
す
。

今
回
の
こ
と
を
通
し
て
、
神
様
の
力
を
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
で
ご
承
知
の

通
り
、
フィ
リ
ピ
ン
は
と
て
も
強
い
台
風
に
見
舞

わ
れ
、
出
発
前
夜
は
激
し
い
雷
雨
に
な
り
ま
し

た
が
、
祈
り
が
聞
き
届
け
ら
れ
、
一
夜
明
け
て

み
る
と
快
晴
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
私
た
ち

は
安
全
に
旅
が
出
来
た
の
で
す
。
今
こ
う
し
て

臨
席
出
来
ま
す
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　皆
様
の
ご
歓
迎
に
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
ご
挨
拶
を
終
え
ら
れ
て
、
シ
ス
タ
ー
・
フ
ロ
ー

デ
リ
ッ
ツ
ァ
教
授
は
、
和
田
学
長
に
記
念
の
品
と

し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
家
族
を
模
し
た
聖
家
族
の
像

を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

■
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

本
学
と
同
じ
修
道
会
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
セ
ン
ト

ポ
ー
ル
大
学
マ
ニ
ラ
校
（St.Paul U

niversity M
anila

：
Ｓ
Ｐ
Ｕ
Ｍ
）

か
ら
、
学
生
三
十
二
名
（
他
に
団
長
以
下
引
率
者
三
名
）
が
ス
タ

デ
ィ
・
ツ
ア
ー
の
た
め
に
十
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
来
仙

し
、
本
学
を
訪
問
し
た
。
二
十
二
日
に
本
学
を
訪
れ
た
一
行
は
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
て
学
生
・
教
職
員
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の
校
歌

を
斉
唱
し
た
。
団
長
の
シ
ス
タ
ー
フ
ロ
ー
（Sr.Flordeliza

）
と
和

田
学
長
が
挨
拶
を
交
わ
し
、
そ
の
席
上
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
記

念
品
と
し
て
本
学
に
聖
家
族
像
が
贈
ら
れ
た
。

■
シ
ス
タ
ー
・
フ
ロ
ー
講
演
会

二
十
二
日
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
終
え
た
Ｓ
Ｐ
Ｕ
Ｍ
の
一
行
は

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を
行
い
、
本
学
の
施
設
を
見
学
し
た
。
一
方
、

団
長
の
シ
ス
タ
ー
・
フ
ロ
ー
は
、
本
学
学
生
に
対
し
て
、
セ
ン
ト
ポ
ー

ル
大
学
マ
ニ
ラ
校
の
概
要
と
国
際
交
流
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
解

説
す
る
講
演
を
行
っ
た
。
設
立
母
体
の
シ
ャ
ル
ト
ル
聖
パ
ウ
ロ
修
道

女
会
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
定
着
し
、
今
日
の
様
な

姿
に
ま
で
発
展
し
て
き
た
の
か
、
ま
た
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
大
学
が
目
指

す
国
際
交
流
の
展
望
に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
な
が
ら
分
か
り

易
く
解
説
さ
れ
、
そ
の
素
晴
ら
し
い
実
績
に
学
生
達
は
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
姉
妹
校
に
対
す
る
認
識
を
新
た
に
し
て
い
た
。

■
元
寺
小
路
教
会
ミ
サ

二
十
五
日
（
日
）、
滞
在
五
日
目
。
仙
台
市
内
に
あ
る
仙
台
教
区

カ
テ
ド
ラ
ル
の
カ
ト
リ
ッ
ク
元
寺
小
路
教
会
の
ミ
サ
に
参
列
し
、
日

Ｓ
Ｐ
Ｕ
Ｍ
来
学

　
十
月
二
十
一
日
か
ら
一
週
間
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
のSt. Paul U

niversity M
anila

の
学
生
三
十
二
名

と
教
職
員
三
名
が
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
と
し
て
本
学
を
訪
れ
た
。

　
初
日
の
歓
迎
式
に
お
い
て
、
和
田
学
長
は
本
学
と
同
じ
シ
ャ
ル
ト
ル
聖
パ
ウ
ロ
修
道
女
会
を

設
立
母
体
と
す
る
Ｓ
Ｐ
Ｕ
Ｍ
の
学
生
た
ち
に
、
私
達
は
皆
大
き
な
ポ
ー
リ
ニ
ア
ン(Paulinian)

・

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
一
員
で
あ
る
こ
と
、
昔
、
学
長
自
身
が
こ
の
大
学
で
学
士
号
を
取
得
し
、
多
く
の

よ
い
思
い
出
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
披
露
さ
れ
た
。
ま
た
最
後
に
「
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
神
の
ご
計

画
で
あ
り
、
一
週
間
の
研
修
を
通
し
て
お
互
い
に
ポ
ー
リ
ニ
ア
ン
精
神
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
心
か
ら
期
待
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
、
歓
迎
の
意
を
示
さ
れ
た
。

本
で
の
ミ
サ
を
体
験
し
た
。
そ
の
後
、
教
会
で
行
わ
れ
た
バ
ザ
ー

に
参
加
し
、仙
台
在
住
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
方
々
と
の
交
流
や
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
な
ど
を
正
午
ま
で
楽
し
ん
だ
。
午
後
か
ら
は
本
学
キ
ャ
ン
パ

ス
に
移
動
し
、
健
康
栄
養
学
科
の
佐
々
木
裕
子
先
生
と
ゼ
ミ
生
と

で
用
意
し
た
日
本
食
体
験
を
し
、
日
本
の
食
文
化
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
た
。
ま
た
、
前
日
か
ら
開
催
中
の
白
百
合
祭
に
参
加
、

後
夜
祭
の
ラ
イ
ブ
な
ど
も
楽
し
ん
だ
。

■
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー

二
十
六
日
、
午
前
中
に
笹
か
ま
工
場
の
見
学
と
松
島
観
光
を
楽
し

ん
だ
一
行
は
、
夕
方
再
び
本
学
を
訪
れ
、
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー

で
本
学
学
生
・
教
職
員
と
仙
台
最
後
の
夜
を
過
ご
し
、
同
日
夜
に

帰
国
の
途
に
つ
く
た
め
、
仙
台
を
立
ち
、
東
京
へ
と
向
か
っ
た
。パ
ー

テ
ィ
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
学
生
が
美
し
い
母
国
の
衣
裳
を
着
て
参

加
。夕
食
を
囲
み
な
が
ら
、旅
行
中
の
写
真
ス
ラ
イ
ド
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
や
軽
音
楽
部
の
演
奏
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
学
生
の

ダ
ン
ス
な
ど
様
々
な
出
し
物
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

パ
ー
テ
ィ
が
終
わ
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
方
々
に
ス
タ
デ
ィ
・
ツ
ア
ー
の

修
了
証
が
渡
さ
れ
る
と
、
双
方
の
学
生
達
が
別
れ
を
惜
し
ん
で
涙

す
る
場
面
が
み
ら
れ
た
。
外
は
強
い
雨
が
降
る
中
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

一
行
を
乗
せ
た
バ
ス
が
走
り
去
る
ま
で
本
学
関
係
者
は
手
を
振
っ
て

い
た
。

（
記
事
／
大
学
広
報
室
　
谷
藤
大
介
）　

韓
国
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
と
の
提
携

Report 韓国カトリック大学との協定

国際交流センター長　矢口　洋生

の
た
び
、
仙
台
白
百
合
女
子
大
学
と
ソ
ウ

ル
市
郊
外
に
あ
る
韓
国
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学

と
が
協
定
を
結
ぶ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
同
大
学

は
総
合
大
学
と
な
っ
た
の
は
一
九
九
五
年
で
す
が
、

聖
ヨ
セ
フ
神
学
校
と
し
て
設
立
さ
れ
て
以
来
百
五

十
年
以
上
の
歴
史
を
も
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
三

短
大
部
に
加
え
て
十
五
学
部
、
八
学
科
の
編
成

と
な
っ
て
い
て
学
生
数
は
一
万
人
弱
で
す
。
特
に
医

学
部
が
有
名
で
千
二
百
床
の
韓
国
最
大
規
模
の

病
院
を
併
設
し
て
い
ま
す
。「
カ
ト
リ
ッ
ク
精
神
に

基
づ
い
た
『
真
理
・
愛
・
奉
仕
』」
を
教
育
理
念

と
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
結
果
、
中
央
日
報

の
大
学
総
合
評
価
に
よ
っ
て
九
年
連
続
、「
教
育

与
件
部
門
」
の
総
合
三
位
と
い
う
評
価
を
受
け
て

い
ま
す
。

　二
〇
一
〇
年
度
よ
り
交
換
留
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

始
ま
り
ま
す
。
白
百
合
か
ら
の
留
学
生
は
本
学
に

授
業
料
を
払
い
、
留
学
費
用
は
渡
航
先
で
の
住
居

費
、
食
費
、
生
活
費
に
限
定
さ
れ
る
の
で
、
経
済

的
負
担
は
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

仙
台
か
ら
は
直
行
便
が
出
て
い
る
の
も
大
き
な
魅

力
で
す
。
外
国
語
を
ふ
た
つ
身
に
つ
け
ら
れ
る
と
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
面
で
も
学
問
の
面
で
も
チ
ャ
ン
ス
が
飛

躍
的
に
増
え
ま
す
。
大
学
生
活
の
様
々
な
計
画
の

中
に
、
韓
国
へ
の
留
学
を
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
含
め

る
こ
と
を
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

こ

日本とフィリピンの両校の学生にとって、生涯、忘れがたい思い出となることでしょう。

「国際交流センターでの活動」
Sr.Bernadette

神は、神を愛する者たち、すなわち、ご計画に従っ
て召された者たちと共に働いて、万事を益となる
ようにして下さることを、わたしたちは知っている。

ローマ人への手紙　八章二十八節

　聖パウロのこの力強い言葉は、今、ここ、仙
台に移り住んできた私にとっての座右の銘です。
もの事や状況が行き詰ると、必ずといっていいほ
ど最高最善のタイミングで、お互い導かれて、
助けてくれる人々、友人が集うからです。国際交
流センターに着任して、約三ヶ月、私は皆さまの
親切さ、寛容さに驚いてばかりです。国際交流
センターでは、交換留学はもちろんのこと、楽し
い昼食を共にしたり英語を教えたり、私自身も皆
さんにお会いできるのが嬉しいですし、学内の教
職員の皆様と共に働くすべての機会を大切にし
たいと思っています。どうか気軽に、国際交流セ
ンターを訪れてみてください。文化・言語・宗教・
価値・慣習・生活様式など、それぞれ違いを超えて、
私たちの活動が平和と調和を生み、日本とフィリ
ピンの架け橋となり、より良い世界がつくられます
ように。主の平和！



高橋伸子氏、9月2日に本学名誉教授に就任
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かまぼこで、メタボ予防の可能性
─ かまぼこ摂取による抗肥満効果 ─

健康栄養学科　小嶋　文博

はたして幸せな
老後生活が期待できるか？
総合福祉学科　中熊　靖

の
始
皇
帝
を
は
じ
め
、
古
来
多
く

の
人
が
追
い
求
め
て
き
た
「
長
寿
」

が
、
日
本
で
は
平
均
寿
命
が
男
女
と
も
世

界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な
り
、
現
在
ほ
ぼ
達

成
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
長
生
き
は
で

き
た
が
、
そ
れ
が
幸
せ
に
つ
な
が
る
か
ど

う
か
は
身
近
な
環
境
や
社
会
シ
ス
テ
ム
に

よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。

　「
お
年
寄
り
の
面
倒
は
家
族
が
み
る
」
と

い
う
日
本
の
醇
風
美
俗
は
さ
ま
ざ
ま
な
理

由
で
力
を
弱
め
て
き
て
い
る
。
そ
れ
を
補

う
の
が
経
済
面
、
健
康
面
、
生
活
自
立
面

を
支
え
る
年
金
・
医
療
・
介
護
な
ど
の
社

会
保
障
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
が
、
そ
の
持
続

可
能
性
に
つ
い
て
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
設
計
が
非
常

に
甘
い
予
測
の
下
で
な
さ
れ
て
き
た
面
が

強
い
か
ら
で
あ
る
。
2
0
0
5
年
か
ら
人

口
減
少
社
会
に
突
入
し
、
そ
の
影
響
の
大

き
さ
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

が
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

の
推
計
に
疑
問
が
あ
り
、
事
態
は
も
っ
と

深
刻
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
今
夏
の
総
選
挙
に
よ
っ
て
政
権
交
代
が

行
わ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
実
態
、
将
来
予
測
を
正
し
い

情
報
に
置
き
換
え
、
制
度
設
計
を
や
り
直

す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
年
金
・
医
療
・

介
護
の
シ
ス
テ
ム
は
絶
対
に
破
綻
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
。
今
後
、
正
し
い
取
り
組
み

が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

満
、
高
血
圧
、
耐
糖
能
異
常
、
脂

質
代
謝
異
常
な
ど
の
危
険
因
子
が

集
積
す
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
以
下
、
メ
タ
ボ
と
略
）
の
患
者
が
予
備
群

を
含
め
二
千
万
人
超
も
い
る
と
推
定
さ
れ

る
た
め
、
そ
の
対
策
が
急
務
と
さ
れ
る
。

魚
に
関
す
る
研
究
で
は
、
魚
油
の
摂
取
に

よ
る
脂
肪
蓄
積
抑
制
効
果
な
ど
が
遺
伝
子

発
現
の
レ
ベ
ル
で
調
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

魚
肉
タ
ン
パ
ク
質
の
摂
取
に
よ
る
抗
肥
満

効
果
に
関
し
て
は
ま
だ
十
分
に
は
調
べ
ら

れ
て
い
な
い
。

　
そ
こ
で
、
か
ま
ぼ
こ
を
用
い
て
細
胞
レ

ベ
ル
と
動
物
レ
ベ
ル
で
実
験
を
行
う
こ
と

で
、
か
ま
ぼ
こ
（
魚
肉
タ
ン
パ
ク
質
）
に

は
抗
メ
タ
ボ
効
果
が
あ
る
の
か
ど
う
か
を

調
べ
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
細
胞
レ
ベ
ル

で
は
、
笹
か
ま
ぼ
こ
・
竹
輪
・
板
か
ま
ぼ

こ
な
ど
の
各
種
か
ま
ぼ
こ
に
、
脂
肪
細
胞

に
お
け
る
脂
肪
の
蓄
積
を
抑
制
す
る
効
果

の
あ
る
こ
と
が
分
っ
た
。
ま
た
、
動
物
レ

ベ
ル
で
は
、
か
ま
ぼ
こ
を
3
0
%
添
加
し

た
食
餌
で
飼
育
す
る
こ
と
で
、
高
脂
肪
食

を
摂
取
し
て
も
体
内
の
脂
肪
細
胞
の
肥
大

化
が
抑
制
さ
れ
、
か
つ
、
脂
肪
細
胞
中
の

U
C
P
‐
2
の
発
現
が
活
性
化
す
る
こ
と

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
生
が
亢
進
（
脂
質
代
謝

が
活
性
化
）
し
、
体
重
1
ｇ
を
増
や
す
の

に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増
大
す
る
こ
と

が
分
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
り
、
か

ま
ぼ
こ
を
摂
取
す
る
こ
と
で
脂
質
の
代
謝

が
活
性
化
さ
れ
、
太
り
に
く
く
な
る
と
い

う
、
抗
メ
タ
ボ
効
果
が
得
ら
れ
る
可
能
性

の
あ
る
こ
と
が
分
っ
た
。

秦

白百合祭を終えて

白百合祭実行委員会 委員長
人間発達学科 3年　菅野　志麻

ピンクリボン
スマイルウオークに
本学学生が参加

月
三
十
一
日（
土
）に

仙
台
市
中
心
部
で
開

催
さ
れ
た
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
の

イ
ベ
ン
ト
に
、本
学
の
学
生

五
十
名
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。『
朝
日
新

聞
』十
一
月
一
日（
日
）付
に

は
、本
学
学
生
が
お
そ
ろ
い

の
ピ
ン
ク
の
シ
ャ
ツ
を
着
用

し
、大
学
名
入
り
の
プ
ラ

カ
ー
ド
を
掲
げ
な
が
ら
、乳

が
ん
の
早
期
発
見
の
大
切
さ

を
市
民
に
伝
え
る
活
動
に
参

加
す
る
様
子
の
映
る
写
真
が
、

本
学
学
生
の
コ
メ
ン
ト
と
と

も
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

十

肥

年
度
の
白
百
合
祭
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
秋

晴
れ
の
空
の
下
、
二
日
間
無
事
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
有
志
団
体
の
皆
さ
ん
や
先
生
方
の
ご
協

力
も
あ
り
、
ご
来
場
い
た
だ
い
た
お
客
さ

ま
に“
楽
し
く
幸
せ
な
時
間
”を
過
ご
し
て

い
た
だ
け
た
こ
と
を
実
行
委
員
一
同
大
変

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
本
番
の
二
日
間
は

あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
皆
さ
ん
の
心
に
残
る
白
百
合
祭
に

な
っ
て
い
た
ら
幸
い
で
す
。

　
ま
た
、
白
百
合
祭
を
大
成
功
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
の
も
実
行
委
員
の
皆
が
一
致

団
結
し
て
頑
張
っ
て
く
れ
た
お
か
げ
で
す
。

委
員
長
と
し
て
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
誇

り
に
思
い
ま
す
。

　
来
年
の
白
百
合
祭
に
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

年
度
の
白
百
合
祭
は
、
天
候
に
も

恵
ま
れ
た
秋
晴
れ
の
空
の
下
、
二

日
間
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
有
志
団
体
の
皆
さ
ん
や
先
生
方
の
ご
協

力
も
あ
り
、
ご
来
場
い
た
だ
い
た
お
客
さ

ま
に〝
楽
し
く
幸
せ
な
時
間
〞
を
過
ご
し
て

い
た
だ
け
た
こ
と
を
実
行
委
員
一
同
大
変

う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
本
番
の
二

日
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
心
に
残
る
白
百

合
祭
に
な
っ
た
ら
幸
い
で
す
。

　
ま
た
、
白
百
合
祭
を
大
成
功
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
の
も
実
行
委
員
の
皆
が
一
致

団
結
し
て
頑
張
っ
て
く
れ
た
お
か
げ
で
す
。

委
員
長
と
し
て
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
誇

り
に
思
い
ま
す
。

　
来
年
の
白
百
合
祭
に
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

今

パンを水の上に投げよ

総合福祉学科　谷中　輝雄

白百合女子大での3500日

健康栄養学科長　山本　仁

月
三
十
一
日
に
宮
城
県
知
事
か
ら
定

年
退
職
の
辞
令
を
受
け
取
り
、
休
む

間
も
な
く
四
月
一
日
の
着
任
当
日
に
は
飯
山

学
長
か
ら
、
健
康
栄
養
学
科
教
授
に
任
用

す
る
旨
の
辞
令
を
交
付
さ
れ
た
。
公
務
員
勤

務
の
傍
、
白
百
合
短
大
や
医
師
会
看
護
学

校
な
ど
で
非
常
勤
講
師
を
引
き
受
け
て
い
た

の
で
、
担
当
す
る
講
義
や
実
習
に
は
余
り
不

安
は
無
か
っ
た
。
し
か
し
専
任
教
員
と
し
て

大
学
の
内
側
に
入
っ
て
み
る
と
、
目
新
ら
し

い
こ
と
や
想
定
外
の
こ
と
も
多
く
、
気
の
抜

け
な
い
日
々
の
連
続
だ
っ
た
。
そ
し
て
約
十

年
、
大
学
教
員
生
活
も
残
す
と
こ
ろ
五
ヶ
月

ほ
ど
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
私
の
在
職
期
間
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
て

い
る
の
は
、
入
試
広
報
委
員
を
勤
め
た
四
年

間
で
あ
る
。
大
学
を
取
り
ま
く
社
会
環
境
は

大
き
く
変
化
し
、〝
大
学
全
入
時
代
〞の
圧
力

は
年
々
強
く
な
っ
て
い
る
。
本
学
で
も
入
学

生
の
質
と
量
の
確
保
を
目
指
し
て
、
様
々
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
の

数
年
間
が
正
念
場
と
思
わ
れ
る
。〝
仙
台
白
百

合
女
子
大
よ
永
遠
に
〞と
祈
ら
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
心
境
で
あ
る
。

の
最
初
の
職
場
は
財
団
法
人
鉄
道
弘

済
会
社
会
福
祉
部
で
し
た
。
五
年
間
、

当
時
理
事
職
に
遊
佐
敏
彦
先
生
（
明
治
学
院

大
学
教
授
）
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
と

て
も
偉
い
理
事
か
ら
平
社
員
の
私
に
直
接
電

話
が
か
か
っ
て
く
る
。「
昼
休
み
に
」
と
。

職
場
は
上
野
。
密
会
の
場
は
あ
ん
み
つ
屋
。

密
談
は
聖
書
研
究
、
詩
篇
が
多
か
っ
た
。

　
そ
の
多
く
は
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
今
で
も
は
っ
き
り
と
憶
え
て
い
る
言

葉
は
「
パ
ン
を
水
の
上
に
投
げ
よ
」（
伝
道

の
書
11
・
1
）
で
し
た
。
言
葉
に
は
だ
し
ま

せ
ん
で
し
た
が
、「
そ
ん
な
ム
ダ
な
こ
と
を

…
」
と
考
え
て
ま
し
た
。
そ
こ
に
「
こ
の
よ

う
な
人
は
流
れ
の
ほ
と
り
に
植
え
ら
れ
た
木

の
時
が
来
る
と
実
を
結
び
、
そ
の
葉
も
し
ぼ

ま
な
い
よ
う
に
、
そ
の
な
る
と
こ
ろ
は
皆
栄

え
る
」
と
詩
篇
を
読
み
あ
げ
る
の
で
し
た
。

　
や
ど
か
り
の
里
と
い
う
精
神
障
害
者
の
た

め
の
社
会
復
帰
活
動
を
推
進
し
て
い
た
苦
し

い
時
に
も
こ
の
言
葉
は
私
の
頭
の
中
に
あ
り

つ
づ
け
ま
し
た
。

　
今
ふ
り
か
え
り
ま
す
と
こ
の
五
年
間
の
職

場
で
の
体
験
と
遊
佐
先
生
と
の
出
会
い
が
私

の
基
本
に
あ
っ
て
、
そ
の
後
、
福
祉
の
実
践

（
四
十
五
年
）
と
教
育
の
実
践
（
十
三
年
）

を
歩
い
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
教
育
実

践
の
六
年
間
が
仙
台
白
百
合
女
子
大
学
で

あ
っ
た
こ
と
は
感
謝
な
こ
と
で
し
た
。

　
ち
な
み
に
遊
佐
先
生
は
宮
城
県
柴
田
郡

大
河
原
町
の
出
身
。
十
一
才
の
時
仙
台
郵

便
電
信
局
給
仕
。
そ
の
後
賀
川
豊
彦
の
求

め
に
応
じ
て
職
業
紹
介
事
業
に
従
事
。
福

祉
の
道
一
筋
の
人
。

三私
エ

ッ

セ

イ

 

Essay

名

誉

教

授

就

任

Report

白
百
合
祭
・
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
ス
マ
イ
ル
ウ
ォ
ー
ク
報
告

Report

教

育

研

究

活

動

Report
【
学
内
役
職
】

一
九
九
二
〜

　短
期
大
学

　家
政
科

　
　食
物
栄
養
専
攻
主
任
（
〜
一
九
九
七
・
三
）

二
〇
〇
〇
〜

　女
子
大
学

　人
間
学
部

　人
間
生
活
学
科

　健
康
栄
養
専
攻
主
任

二
〇
〇
二
〜

　女
子
大
学

　人
間
学
部

　健
康
栄
養
学
科

　学
科
長
・
管
理
栄
養
専
攻
主
任

二
〇
〇
三
〜

　女
子
大
学

　人
間
学
部

　人
間
生
活
学
科
・
健
康
栄
養
学
科

　学
科
長
・
管
理
栄
養
専
攻
主
任

二
〇
〇
五
〜

　女
子
大
学

　人
間
学
部

　健
康
栄
養
学
科

　学
科
長
・
管
理
栄
養
専
攻
主
任
（
〜
二
〇
〇
六
・
三
）

【
受
賞
】

一
九
九
三
年
三
月

　栄
養
改
善
功
労
者
宮
城
県
知
事
褒
状

　
　受
賞

一
九
九
三
年
十
月

　栄
養
士
養
成
功
労
者
厚
生
大
臣
表
彰
状

　受
賞

【
そ
の
他
】

一
九
九
六
年
四
月
二
十
日

　「ゆ
り
の
会
」（
仙
台
白
百
合
短
期
大
学

　栄
養
士
同
窓
会
）
結
成

現
在

　名
誉
顧
問

一
九
六
六
年
の
仙
台
白
百
合
短
期
大
学
開
学
時

か
ら
二
〇
〇
九
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
退

職
な
さ
る
ま
で
四
十
三
年
間
に
渡
り
教
鞭
を
ふ

る
わ
れ
た
高
橋
伸
子
先
生
が
こ
の
た
び
名
誉
教

授
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
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白百合オリジナルグッズの紹介です。仙台白百合女子大学　クリスマスミサ＆コンサート

クリスマスミサ＆コンサートに参加ご希望の方は氏名・郵便番号・住所・電
話番号をご記入のうえ、下記までお申し込みください。なお、クリスマス会
は本学学生のみの参加となります。

問い合わせ先　仙台白百合女子大学　大学広報室
〒981-3107　仙台市泉区本田町6番1号

Tel. 022-374-4475（直通）　FAX. 022-374-5082
E-mail: koho@sendai-shirayuri.ac.jp

本学インカレ売店（アミカ ピア）にて販売しています。

10：00～11：30

13：00～14：00
14：00～15：00

当日の
プログラム

予定

▶　クリスマスミサ
▶　昼休み
▶　クリスマスコンサート
▶　学生会クリスマス会

プラチナ Preppy 1本 188円（全7色） 

プラチナ Preppyのペン先はイリジウム合金、イ
ンクに合わせた電着塗装仕上げが美しく書き味
は細めで硬くシャープなイメージ。就職活動の際
の履歴書用として最適な一本。本格的な万年筆
でコストパーフォマンスに優れている。

【別売】カートリッジ
ブラック 2本／84円

日 時 2009年12月17日（木） 本学講堂会 場

お
知
ら
せ

News 

健康栄養学科 3年　結城　和沙

全日本高校・大学書道展

「大賞をいただいて」

　私は小学校3年生のころから書道を続けてきました。小学生
から書道展で入賞していましたが、高校生になって全日本レベル
の書道展に初めて作品を出してみて、自分の無力さに気づきまし
た。今回の書道展は5度目の挑戦でした。大賞をいただいた時は
すごく嬉しかったです。私の作品は読売新聞に掲載されました。
その時はあまりに嬉しくて、夏休み中の大学に来てクラスアドバ
イザーの先生に報告しに行きました。先生も喜んでくれました。
宮城県では私一人が大賞受賞でした。大阪での受賞式では全
国の人が集まっていて、緊張しながら賞状をいただきました。
　自分としては最後の挑戦かもしれないと思いながら、一枚三
時間以上かかる作品を何枚も書きました。この頑張りが認めら
れてすごく自信がつきました。この自信を生かして4年生での臨
地実習や教育実習に励みたいと
思います。
　最後に、指導していただいた先
生、見守ってくれた両親、迷惑をお
かけしたサークルのみなさんに
感謝の気持ちをこめて一言させ
ていただきます。みなさんのおか
げで受賞できた大賞です。本当
にありがとうございました。

　秋本番を迎え、夕暮れ時に紫一色になるときの学園は、思
わず感嘆の声を出さずにいられないほど美しく、誰をも詩人に
してしまう大きな力を感じさせます。
　紫山リエゾンオフィスが稼働をはじめてから半年が経過しま
した。紫山の中での連携は今までよりも深まり、少しずつ成果
を見せはじめています。この流れの中で、大学との連携をどの
ように図るかは模索中ですが、教育の内容をお互いに理解す
るためにも、まずお互いに“知る”・“見る”ことが大事なので
はないかと思います。大学の教職員の方々だけでなく、学生
の皆様も同じ“白百合ファミリー ”の一員として交流を深めて
いきましょう。

　そして、「学ぶなら白百合で」をキーワードに、毎日を
過ごしていきたいと思います。
　紫山での園児・児童・生徒の日頃の様子や活躍について
は、是非HPでご覧ください。祈りから始まり感謝の気持ちを
忘れずに毎日を過ごしていることがご理解いただけると思いま
す。そして、紫に染まる紫山キャンパスにお出かけください。

ホームページ：

http://www.shirayuri.izumi.sendai.jp/

紫山リエゾンオフィス　山田　定道

紫山だより　紫山の秋色

　同窓会は、５月初めに会員の皆様方にお届けする同窓会報
“白百合”の発行、６月第１日曜日に開催の同窓会総会、そし
て３月に卒業される方々をお迎えする同窓会入会式、この３つ
が活動の中心となります。その間、４月には新幹事さんを迎え
ての幹事会、１０月は大学祭の中でホームカミングディの開催
（活躍する卒業生の紹介や今年は初めて地元で採れた新鮮野
菜の販売･･･収益金はチャリティーへ）。なお、通常の仕事とし
て会員の皆様方の住所変更の確認なども行っております。常
に役員会を開き、同窓会のあるべき姿を考えながら運営するこ
とを心がけております。
　同窓会会員の皆様方に満足いただける同窓会であるように、

と願いながら役員・事務
局一同、力を合わせて取
り組んでおります。

同窓会報告
同窓会会長　渡辺　博子

追悼の祈り

　カトリック教会では、11月2日
「死者の日」を亡くなられた全て
のキリスト者を記念する日として、
特別に祈ってきました。
　本学はカトリック大学として、11
月4日（水）昼休みのバイブルサー
ヴィスの時間に「追悼の祈り」の集
いをもって、亡くなられた本学の教
職員、学生の方々及びその家族、
友人のご冥福をお祈りいたしました。
　司式は原田雅樹神父（人間発達学科准教授）で、聖歌、聖
書朗読、講話、その後に亡くなられた方々のお名前をお一人ず
つ読み上げ、沈黙のうちに祈りました。

イエスが死んで復活されたように、

神は、イエスのうちに眠った人々を

イエスとともに連れて来られる。

アダムによって すべての人が死ぬ者となったように、

キリストによって すべての人が生きる者となる。

　　（死者の日のミサ入祭唱より）

最優秀賞
叶 亜希子　「すてきな仲間たち」

同窓会賞
浅岡 京子

「夕焼け空の下で」

同窓会賞　浅岡 京子　「夏の昼下がり」第2回白百合

フォトコンテスト
～入賞作品紹介～

第2回白百合

フォトコンテスト
～入賞作品紹介～

今回は昨年度を上回る応募がありました。
白百合祭来場者の一般投票も取り入れて
選考された今回の優秀作品をご覧ください。

ー下記の皆様よりご協賛頂きました。ー

仙台白百合女子大学・短期大学同窓会
ハリウコミュニケーションズ株式会社
株式会社河北アドセンター
株式会社毎日広告社仙台
株式会社廣済堂
株式会社栄美通信

（敬称略）

ありがとうございました。

優秀賞
石川 香澄　「ゆかいな仲間」

優良賞
佐藤 由梨花　「DASH!!」

かくれんぼに疲れて

ひと休み zzz。

あー、よく寝た！

…見てたのね。

崖っぷちだけど、この場所が

ボクたちのお気に入りなの。かくれんぼに疲れて

ひと休み zzz。

あー、よく寝た！

…見てたのね。

崖っぷちだけど、この場所が

ボクたちのお気に入りなの。

お申込・
お問い合せ先

仙台白百合女子大学 大学広報室　〒981-3107 仙台市泉区本田町6番1号
大学広報室直通：TEL 022-374-4475    FAX 022-374-5082　　大学代表：TEL 022-372-3254    FAX 022-375-4343
E-mail: koho@sendai-shirayuri.ac.jp　ホームページ http://sendai-shirayuri.ac.jp

2009年度 仙台白百合女子大学 オンキャンパス社会人講座

○日　時

○会　場
○対　象

毎週土曜（全5回） 　13：00～15：00
2010年2月27日・3月6日・3月13日・3月20日・3月27日
仙台白百合女子大学 1号館 144室（本学キャンパス）

18歳以上の方ならどなたでも受講できます。

○定　員
○受講料
○申込締切
○申込方法

100名
3,000円（全5回、テキスト代込み）　※納入については初回講座日に受付にお納めください。

2010年2月19日（金）

氏名（ふりがな）、郵便番号、住所、電話番号をご記入のうえ、
はがき、TEL、FAXまたはE-mailでお申込ください。

テーマ

講　師

「西洋思想の源流 ─古代ギリシアの思想─」（全5回）
岩田 靖夫 氏

今年度7月に開催してご好評いただきました、文化功労者の岩田先生の講座の続編を、2010年2月27日から5回シリーズで開講いたします。
是非お越しくださいますようご案内申し上げます。

仙台白百合女子大学カトリック研究所所長
仙台白百合女子大学名誉教授（ ）

公開講座紹介 public lecture

現代文明の普遍的な基礎として、理性によ
る真理の探究と、人間の自由の自覚による
開かれた社会の建設が挙げられるが、この
両者は古代ギリシア文明に由来する。
人類は、理性と自由をいかにして自覚した
か。このことの説明が本講座の眼目である。

テキスト：岩田靖夫著『ヨーロッパ思想入門』
（岩波ジュニア新書）

ホームカミングの様子
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本学のめざす教育について
仙台白百合女子大学 人間学部長　牛渡 淳

発行／仙台白百合女子大学　〒981-3107　仙台市泉区本田町６番１号
tel 022-372-3254　URL http://sendai-shirayuri.ac.jp
編集／大学広報室

56　　No.
（転用・転載を禁じます）

学報リス ブラン（白百合）

本号の主な内容

01
02
03
04

05

06
07
08

巻頭言
SPUM来学
韓国の大学と提携
エッセイ
名誉教授就任
白百合祭報告
教育研究活動
お知らせ
本学の各種講座・イベント案内
一般入試試験概要
イルミネーション・編集後記

　こ
れ
か
ら
の
本
学
の
教
育
の
重
点

方
針
と
し
て
、
次
の
三
点
を
考
え
て

い
ま
す
。
第
一
に
、
中
央
教
育
審
議

会
が
求
め
て
い
る
「
学
士
力
」
の
強

化
で
す
。「
学
士
力
」
と
は
、
大
学

四
年
間
に
身
に
つ
け
る
べ
き
知
識
、

技
能
、
態
度
、
創
造
的
思
考
力
で
、

す
べ
て
の
学
科
の
学
生
に
共
通
に
求

め
ら
れ
る
力
の
こ
と
で
す
。

　例
え
ば
、「
知
識
」
と
し
て
は
、

異
文
化
の
理
解
や
社
会
情
勢
・
自
然

等
の
理
解
が
入
り
ま
す
。「
技
能
」

と
し
て
は
、
日
本
語
や
外
国
語
を
読

み
書
き
話
す
力
、
論
理
的
思
考
能
力

な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。「
態

度
」
と
し
て
は
、
倫
理
観
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
等
が

入
り
ま
す
。「
創
造
的
思
考
力
」
と
は
、

こ
れ
ら
の
知
識
・
技
能
・
態
度
を
総

合
的
に
活
用
し
て
問
題
を
解
決
す
る

能
力
で
す
。
本
学
で
も
従
来
、
共
通

科
目
等
で
こ
う
し
た
ね
ら
い
の
教
育

を
提
供
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
、

よ
り
本
格
的
に
、
そ
し
て
確
実
に
こ

れ
ら
の
能
力
が
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ

う
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
評
価
方
法

の
開
発
に
全
学
的
に
取
り
組
み
、
高

い
学
士
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
大
学

を
め
ざ
し
ま
す
。

　第
二
に
、
各
学
科
の
専
門
教
育
の

質
の
向
上
で
す
。
特
に
、
資
格
取
得

が
中
心
と
な
る
学
科
の
専
門
性
に
関

し
て
は
、
実
践
的
な
力
量
を
よ
り
一

層
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
指
導
体
制

を
強
化
す
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
国

家
試
験
の
合
格
率
の
大
幅
な
向
上
を

め
ざ
し
て
教
職
員
一
同
力
を
合
わ
せ

て
指
導
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　第
三
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を

形
成
で
き
る
教
育
環
境
を
強
化
す
る

こ
と
で
す
。
特
に
、
留
学
生
の
交
換

を
促
進
す
る
た
め
に
諸
外
国
の
提
携

大
学
数
を
大
幅
に
増
や
し
て
い
き
ま

す
。
す
で
に
今
年
度
、
従
来
の
ア
メ

リ
カ
、
カ
ナ
ダ
に
加
え
て
、
韓
国
の

大
学
と
の
提
携
を
結
び
、
留
学
生
の

交
換
を
始
め
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
、

現
在
、
中
国
の
大
学
と
の
提
携
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
際
教
養

学
科
は
、
来
年
度
、
新
入
生
全
員
が

無
料
で
外
国
訪
問
で
き
る
「
異
文
化

体
験
」
の
授
業
を
設
け
、
人
間
発
達

学
科
で
も
台
湾
の
幼
児
教
育
施
設
を

訪
問
す
る
ツ
ア
ー
（
希
望
者
の
み
）

を
計
画
中
で
す
。

　本
学
は
、
こ
れ
か
ら
、
上
記
の
3

点
を
通
し
て
、「
質（
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
）

の
高
い
大
学
」
を
め
ざ
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

編集後記

Thanks!

リ
ス

　ブ
ラ
ン

　○
発
行
／
仙
台
白
百
合
女
子
大
学

　〒
９
８
１
・
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　四季のうち冬が好きだという人は少ないそうです。しかし本学正門前のクリスマス・イルミ

ネーションが最も映えるのも、寒く厳しい季節の空気の中ではないでしょうか。冬だからこそ家

の温かさを実感できるともいえます。130年前に函館に到着した３人のmissionaires宣教者た

ちもこの異国の地の冬はさぞ寒かったでしょう。それでも彼女たちはこの地とそこに住む人々を

自分の家のように愛しました。その愛の実りの「家」として在る、今の白百合を想います。

　パウロやヨハネは、この地上を寄留地のように言いますが、人（ラテン語： homo）となられた

神は人間のうちに住まいたもうた、私たち自身が神の住まい（家home）である、とも言います。

キリストは、わたしたちの内に住まうことで温かさを感じてくださるでしょうか。アドヴェント（待

降節）からクリスマスのこの時期、キリストを迎える「家」としてありたいと思います。宗教・民族・

文化を超えて尊重されるべき人間 homoの尊厳。その源を、厳しい中にもあたたかさに満ちた

神の愛に求めることができるとすれば、それは飼い葉桶に寝かされた幼子イエスの姿の中に見

出されるのではないでしょうか。（宮崎 正美）

●ご協力ありがとうございました●

仙台白百合学園
〒981-3205　仙台市泉区紫山1丁目2番1号

TEL：022-777-5777

仙台白百合女子大学・短期大学同窓会
〒981-3107　仙台市泉区本田町6番1号

TEL：022-372-3595

みやぎインターカレッジコープ
仙台白百合女子大店

TEL：022-771-2391

社会福祉法人 仙台白百合会
〒981-3107　仙台市泉区本田町20番15号

TEL：022-218-3008

※1. 一般入試A日程は、本学と盛岡会場【ホテル東日本】で実施します。
※2. 詳細については別途お問い合わせください。

連絡先・資料請求先　仙台白百合女子大学　入試広報課
〒981-3107　宮城県仙台市泉区本田町6番1号　TEL 022-374-5014（直通）　　FAX 022-374-5019
URL http://sendai-shirayuri.ac.jp　　E-mail nyushi@sendai-shirayuri.ac.jp

一般入学試験概要

試験日出願期間 合格発表日 選抜方法

A
日
程

B
日
程

1月6日（水）～1月21日（木）
（当日消印有効）

2月16日（火）～2月24日（水）
（当日消印有効）

2月5日（金）

3月3日（水）

2月13日（土）

3月9日（火）

①国語総合（ただし古文・漢文を除く）
②英語Ⅰ・Ⅱ
③選択（世界史B、日本史B、政治・経済、
　数学Ⅰ・Ⅱ、生物Ⅰ、化学Ⅰより1科目選択。
　ただし健康栄養学科に出願する方は
　生物Ⅰ、化学Ⅰより1科目選択）

①国語総合（ただし古文・漢文を除く）
②英語Ⅰ・Ⅱ
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‘09 Xmas illumination

正門付近の新しいクリスマスイルミネーション


